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テ
レ
ビ
番
組
を
通
じ
て
紹
介
さ

れ
た
魅
力
で
脚
光
を
浴
び
て
か
ら

30
年
余
が
経
過
し
、シ
ル
ク
ロ
ー
ド

観
光
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し

た
。当
初
は
、イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅

れ
か
ら「
我
慢
」を
強
い
ら
れ
る
こ

と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

開
発
の
進
展
と
世
界
遺
産
登
録
な

ど
に
よ
り
、シ
ル
ク
ロ
ー
ド
観
光
の

快
適
性
・
利
便
性
は
著
し
く
向
上

し
て
き
て
い
ま
す
。

日
本
市
場
で
の
中
国
観
光
人

気
を
牽
引

　

　

2
0
1
4
年
6
月
に
カ
タ
ー
ル

の
ド
ー
ハ
で
開
催
さ
れ
た
第
38
回

世
界
遺
産
委
員
会
で
、北
京
と
浙

江
省
を
結
ぶ「
大
運
河
」と
と
も

に
、中
国・カ
ザ
フ
ス
タ
ン・キ
ル
ギ
ス

の
3
カ
国
が
共
同
で
申
請
し
て
い
た

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」が
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
9
7
2
年
に
日
本
と
中
国

の
国
交
正
常
化
が
実
現
し
て
、

1
9
7
4
年
に
日
中
間
に
定
期

航
空
路
線
が
開
設
さ
れ
た
後
、

1
9
7
9
年
に
は
10
万
人
台
に

す
ぎ
な
か
っ
た
訪
中
日
本
人
旅
行

者
数
は
、1
9
8
0
年
代
後
半
に

50
万
人
台
へ
飛
躍
的
に
増
加
し
ま

し
た
が
、こ
の
訪
中
日
本
人
旅
行

者
数
の
急
増
に
大
き
く
貢
献
し

た
の
は
、1
9
8
0
年
4
月
か
ら

1
年
間
に
わ
た
っ
て
放
映
さ
れ
た

N
H
K
特
集
を
通
じ
て
紹
介
さ

れ
た「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」の
魅
力
で

し
た
。

　

紀
元
前
2
〜
1
世
紀
に
洛
陽

や
長
安
と
ロ
ー
マ
を
結
ん
で
い
た

8
7
0
0
キ
ロ
に
及
ぶ
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
は
、絹
を
は
じ
め
と
す
る
特
産

物
の
交
易
を
通
じ
て
周
辺
地
域
の

文
化
交
流
を
促
し
、各
地
に
お
け

る
文
明
も
大
い
に
発
展
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
起
点
と
な
っ
た
長
安
が
、陝
西

省
の
省
都
・
西
安
で
あ
る
こ
と
く

ら
い
し
か
知
ら
な
か
っ
た
当
時
の

日
本
人
に
、「
河
西
回
廊
」や「
敦

煌
」「
楼
蘭
」「
西
域
南
道
」「
ホ
ー

タ
ン
」「
ト
ル
フ
ァ
ン
」「
天
山
南
路
」

「
天
山
北
路
」「
カ
シ
ュ
ガ
ル
」と

いっ
た
土
地
の
名
前
を
記
憶
さ
せ
、

は
る
か
西
域
へ
の
ロ
マ
ン
を
か
き
た

て
た
N
H
K
特
集
は
、シ
ル
ク
ロ
ー

ド
を
日
本
の
海
外
旅
行
市
場
に
お

け
る
人
気
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
と

し
て
浮
上
さ
せ
、中
国
の
魅
力
を

一
気
に
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。

　

そ
れ
か
ら
30
年
余
を
経
て
、中

国
観
光
の
定
番
と
し
て
不
動
の
地

位
を
維
持
し
て
き
た
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
は
、3
カ
国
の
共
同
申
請
に
よ

る
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
で
再

び
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
、

2
0
1
5
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
観
光
年
」を
通

じ
、改
め
て
そ
の
魅
力
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
4
年
に
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た「
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
」は
、洛
陽・長
安
か
ら
タ
ク
マ
ラ

カ
ン
砂
漠
の
入
口
と
な
る
敦
煌
を

抜
け
て
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
に
入
り
、天

山
山
脈
の
南
北
を
通
って
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
に
入
る
ル
ー
ト
上
に
点
在
す

る
33
の
遺
跡
群
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、そ
の
内
の
22
カ
所
が
中
国
の
遺

跡
で
す
。

　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
起
源
は
、前
漢

の
武
帝
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。古
代
か
ら
政
治
、経
済
、思

想
、文
化
の
伝
播
ル
ー
ト
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
、主
要
貿

易
品
で
あ
る
絹
の
流
通
が
盛
ん
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

と
名
付
け
ら
れ
た
の
は
周
知
の
通

り
で
す
。今
回
の
世
界
文
化
遺
産

登
録
で
は
、中
国
と
欧
州
を
結
ん

だ
ル
ー
ト
の
う
ち
、長
安
や
洛
陽
か

ら
天
山
回
廊
を
経
て
中
央
ア
ジ
ア

に
至
る
部
分
で
、三
蔵
法
師
が
イ

ン
ド
か
ら
持
ち
帰
っ
た
経
典
が
収

め
ら
れ
た
と
さ
れ
る「
大
雁
塔
」や

「
麦
積
山
石
窟
寺
」な
ど
、対
象

と
な
る
遺
跡
群
は
河
南
省
、陝
西

省
、甘
粛
省
、新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治

区
の
3
省
1
自
治
区
に
及
び
ま
す

﹇
※
22
ペ
ー
ジ
の
リ
ス
ト
参
照
﹈。

登
録
資
産
周
辺
の
整
備
も
着

実
に
進
展

　

中
国
が
外
国
人
旅
行
者
に
門

戸
を
開
き
始
め
た
1
9
8
0
年

代
の
前
半
、シ
ル
ク
ロ
ー
ド
観
光
で

訪
れ
る
中
国
西
域
は
、道
路
事
情

も
決
し
て
良
く
な
く
、宿
泊
も
人

民
解
放
軍
や
幹
部
の
招
待
所
を

利
用
し
、シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
ら
れ
る

の
は
3
日
に
1
度
と
い
う
よ
う
な

状
況
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

し
か
し
、そ
の
中
国
西
域
も
時

代
の
変
遷
と
と
も
に
大
き
く
様
変

わ
り
し
、高
速
道
路
や
高
速
鉄
道

が
開
通
し
て
、タ
ク
マ
ラ
カ
ン
砂
漠

周
辺
の
町
で
あ
って
も
、4
ツ
星・5

ツ
星
の
ホ
テ
ル
が
開
業
す
る
よ
う

に
な
り
、快
適
に
旅
行
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
って
い
ま
す
。

キジル石窟（新疆ウイグル自治区）

大雁塔（陝西省）

麦積山石窟（甘粛省）

隋唐洛陽城定鼎門（河南省）

2016年シルクロード観光年

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
も
今
や
快
適
に
旅
す
る
時
代

国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
イ
ン
フ
ラ
を
整
備

素材研究
（特別編）
素材研究
（特別編）
素材研究
（特別編）



　

2
0
1
4
年
の
世
界
文
化
遺
産

登
録
に
よ
っ
て
、登
録
資
産
周
辺
の

整
備
な
ど
も
着
実
に
進
め
ら
れ
、以

前
は
観
光
を
楽
し
む
ど
こ
ろ
か
、ア

ク
セ
ス
さ
え
も
容
易
で
は
な
か
っ
た

場
所
へ
の
訪
問
も
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

　

中
国
で
は
、習
近
平
主
席
が
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
り
、「
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
経
済
圏
」の
構
想
が
積
極
的
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の「
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
経
済
圏
」で
は
、中
国
を

起
点
に
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
欧
州
に

い
た
る「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
経
済
圏
」

と
中
国
沿
岸
部
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
半

島
ま
で
を
結
ぶ
海
上
交
通
路「
21

世
紀
の
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」と
い

う
陸
と
海
の
2
つ
の
ル
ー
ト
が
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
2
つ
の

ル
ー
ト
は「
一
帯
一
路
」と
名
付
け
ら

れ
、中
国
が
4
0
0
億
ド
ル（
約

4
兆
5
8
0
0
億
円
）の
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
基
金
を
創
設
し
て
、周
辺
地

域
の
鉄
道
や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、通
信

網
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
が

図
ら
れ
て
お
り
、2
0
1
5
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
観

光
年
」も
、こ
の「
一
帯
一
路
」に
お
け

る
取
り
組
み
の一環
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
る
も
の
な
の
で
す
。

　

ま
た
、こ
の「
一
帯
一
路
」に
先
行

す
る
形
で
、中
国
国
内
で
は
、東
部

沿
海
地
域
と
西
部
内
陸
地
域
と
の

地
域
格
差
を
縮
小
し
、西
部
経
済

の
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
、2
0
0
0
年
代
に
入
っ
て
か

ら
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
し
て「
西

部
大
開
発
」戦
略
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。中
国
政
府
は
、鉄
道

や
高
速
道
路
、空
港
な
ど
交
通
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
重
点
を
置
い
た

政
策
を
実
施
し
、2
0
0
0
年
か

ら
の
10
年
間
に
2
.
2
兆
元（
約

28
兆
6
0
0
0
億
円
）を
西
部
地

域
に
投
資
し
、西
部
経
済
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
も
次
第
に
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、シ
ル
ク
ロ
ー
ド
観
光
を
支
え
る

ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
に
も
、西
部
経
済

の
発
展
を
担
う
重
要
な
役
割
が
期

待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

ハ
ー
ド
・ソ
フ
ト
両
面
で
向
上
す

る
イ
ン
フ
ラ

　

陝
西
省
の
省
都
で
あ
る
西
安
は
、

中
国
大
陸
の
中
心
に
位
置
す
る
こ

と
か
ら
、中
国
西
部
に
お
け
る
有
数

の
都
市
と
し
て
交
通
も
発
達
し
て

き
ま
し
た
。江
蘇
省
連
雲
港
市
と

甘
粛
省
蘭
州
市
を
結
ぶ
隴
海
線
と

甘
粛
省
蘭
州
市
と
新
疆
ウ
イ
グ
ル

地
区
ウ
ル
ム
チ
市
を
結
ぶ
蘭
新
線

と
い
う
重
要
な
2
つ
の
路
線
が
交
わ

る
西
安
は
、沿
線
地
域
で
最
も
経

済
が
発
達
し
て
い
る
中
国
西
部
の

中
心
と
し
て
国
道
網
の
要
と
も
な
っ

て
お
り
、東
西
南
北
の
中
国
各
地
に

広
が
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ブ

的
存
在
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、現
在
、西
安
か
ら
銀
川
へ

の
高
速
鉄
道
も
建
設
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、2
0
2
0
年
の
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。高
速
道
路
も
、

宝
鶏
と
坪
坎
を
結
ぶ
高
速
道
路

と
、呉
起
と
定
辺
を
結
ぶ
2
路
線

が
開
通
し
、陝
西
省
に
お
け
る
高

速
道
路
の
総
延
長
は
5
0
0
0
キ

ロ
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

甘
粛
省
で
も
、省
内
の
高
速
道

路
の
開
通
し
た
距
離
が
3
6
0
0

キ
ロ
に
達
し
て
お
り
、周
辺
省
と
の

高
速
道
路
と
の
接
続
も
全
て
完
了

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区

で
も
、2
0
1
4
年
12
月
に
蘭
新

高
速
鉄
道
が
蘭
州
か
ら
ウ
ル
ム
チ

ま
で
開
通
し
た
ほ
か
、2
0
1
5

年
に
初
め
て
マ
イ
カ
ー
の
観
光
施
設

が
カ
ラ
マ
イ
市
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
。現
在
、ト
ル
フ
ァ
ン
の
ト
ク
ス
ン

県
天
山
紅
河
谷
自
動
車
公
園
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
伊
犁
カ
ザ
フ
自
治
州
の

昭
蘇
県
天
馬
文
化
園
自
動
車
公
園

設
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、ホ
ー
タ
ン
市
マ

イ
カ
ー
観
光
施
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

進
行
中
で
、道
路
イ
ン
フ
ラ
は
ハ
ー

ド・ソ
フ
ト
の
両
面
で
大
き
く
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

交通インフラ整備により高速鉄道網も拡充
されています

広 告

各
都
市
に
4
ツ
星・5
ツ
星
の
ホ
テ
ル
開
業

国
際
標
準
の
サ
ー
ビ
ス
で
滞
在
も
快
適
に

世界遺産「シルクロード」の構成資産リスト
（中国部分）
〈河南省〉

1.漢魏洛陽城遺跡

2.隋唐洛陽城定鼎門遺跡

3.新安漢函谷関遺跡

4.崤函古道石壕段遺跡

〈陝西省〉

5.漢長安城未央宮遺跡

6.唐長安城大明宮遺跡

7.興教寺搭

8.張騫墓

9.大雁塔

10.小雁塔　

11.彬県大仏寺石窟

〈甘粛省〉

12.麦積山石窟

13.鎖陽城遺跡と墓群

14.玉門関・河倉城遺跡

15.懸泉置遺跡

16.炳霊寺石窟

〈新疆ウイグル自治区〉

17.高昌故城

18.交河故城

19.キジル石窟（千仏洞）

20.クズルガハ烽火台

21.スバシ仏寺遺跡

22.北庭故城遺跡

　
か
つ
て「
シ
ャ
ワ
ー
は
3
日
に

一
度
」と
言
わ
れ
た
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
観
光
の
宿
泊
事
情
も
、周
辺

地
域
の
各
都
市
に
4
ツ
星
・
5

ツ
星
ク
ラ
ス
の
ホ
テ
ル
開
業
が

相
次
ぎ
、す
っ
か
り
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。

　
最
高
級
の
料
理
を
楽
し
め

る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
屋
内
プ
ー
ル
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
や
サ
ウ
ナ

な
ど
の
ホ
テ
ル
施
設
の
充
実
ぶ
り

に
加
え
、無
料
W
i
F
i
や
24

時
間
対
応
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

ハ
ー
ド
・ソ
フ
ト
の
両
面
で
国
際

標
準
の
滞
在
を
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

銀
川
ケ
ン
ピ
ン
ス
キ
ー
ホ
テ
ル（
寧
夏
省
）

シ
ェ
ラ
ト
ン
ウ
ル
ム
チ
ホ
テ
ル

（
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
）


